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研究報告： 
地球下部マントルを構成する主要鉱物であるブリッジマナイトの物性を明らかにすること
は、下部マントルの鉱物学およびダイナミクスを理解する上で⾮常に重要である。物性パ
ラメータの中でも特に弾性的性質（Vp, Vs, 剛性率、体積弾性率等）は地球内部の地震波
観測結果／モデルと直接⽐較が可能なため、下部マントル条件下でのブリッジマナイトの
弾性波速度を精密に決定することで、下部マントルの構成鉱物の⽐率、延いては下部マン
トル全体の化学組成に対して強い制約を与えることが可能となる。申請者らの研究グルー
プは、これまで⾼温⾼圧条件下でのブリュアン散乱分光法を⽤いて、これまで MgSiO3 , Al
含有および Fe 含有のブリッジマナイトの最下部マントルまでの圧⼒条件での弾性波測定
を⾏い、下部マントルの化学組成に対して⼀定の制約を与えることに成功している。しか
し、近年の実験的な研究から、下部マントルへの新たな⽔の輸送メカニズムがいくつか提
案されており、より現実的な下部マントルの鉱物学の描像を抽出するためには、含⽔ブリ
ッジマナイトの弾性的性質を明らかにする必要がある。本プロジェクトではブリュアン散
乱法を⽤いて含⽔ブリッジマナイトの弾性的性質を明らかにすることを⽬的とする。本共
同利⽤においては、芳野教授の協⼒を得て、貴研究所のマルチアンビル⾼温⾼圧発⽣装置
を⽤いてアルミニウムを含む含⽔ブリッジマナイトの合成に成功し、現在、その試料の弾
性波測定に向けたダイヤモンドアンビルセル実験の準備を⾏っている。 
合成されたブリッジマナイト試料の粒径は、当初の予定通り、概ね３μｍ以下の細粒の結
晶集合体であることを確認し（下図参照）、プローブ光が⽐較的⼩さいダイヤモンドアンビ
ルセルを⽤いたブリュアン散乱測定に適した試料であることを確認した。 



 
また下図に⽰すように、合成された含⽔試料は、約３０μｍ程度の厚みまで両⾯研磨を施
し、その後ダイヤモンドアンビルセルの試料室（φ〜80μm）に封⼊するために ETHのフ
ォーカスイオンビーム(FIB)装置を⽤いて加⼯を⾏った。 

 
今後は本試料をダイヤモンドアンビルセル装置の試料室に封⼊し、約３０万気圧程度の⾼
圧⼒条件まで加圧しブリュアン散乱測定を⾏い、順次⾼圧条件での測定を⾏い、各圧⼒条
件での弾性波速度の決定を試みる予定である。 
最下部マントルまでの圧⼒条件での含⽔ブリッジマナイトの弾性波を明らかにすることで、
⽔が下部マントルの鉱物学に及ぼす影響を定量的に明らかにする事が出来ると期待される。 


